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「資源循環モデル」ＡＴＭの採用について 

 

株式会社十六銀行（頭取 石黒 明秀、以下「当行」といいます。）は、環境に配慮した   

活動の一環として、東海地区の地方銀行では初めて「資源循環モデル」ＡＴＭを採用し、

下記の３店舗に設置しましたのでお知らせします。 

 当行は今後も持続可能な地域社会づくりに資する活動に積極的に取り組んでまいります。 

 

１． 設置店舗 

 ＜岐阜県＞ 川島支店・美濃加茂支店   ＜愛知県＞ 東海支店 

 

２．「資源循環モデル」ＡＴＭについて 

サーキュラーエコノミー（※１）の実現に向けて、使用済ＡＴＭを回収・分解し、再利

用（リユース）できる部品を搭載した新しいＡＴＭです。「資源循環モデル」ＡＴＭには「循

環型社会に貢献」ラベル（※２）を貼付しています。 

（※１）循環型経済。省資源で持続可能な製品を作り消費活動を行うなど、資源を有効活 

   用し、環境破壊のリスクを低減させる経済形態のこと 

（※２）「循環型社会に貢献」ラベルは、日立チャネルソリューションズ株式会社が日本に 

おいて商標登録出願中です。 

 

【ラベル添付イメージ】 
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【本件ご照会先：経営企画部 広報・ＩＲ室 ＴＥＬ ０５８－２６６－２５１１】 

 


